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（2）第 ３７ 号

　理事長の谷口でございま

す。広報の発行にあたり組合

員の皆様にご挨拶を申し上げ

ます。

　日頃より当改良区の業務運

営並びに各種事業の推進に対

し格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼を申し上げ

ます。

　また、茨城県県南農林事務所、管内各市、そし

て茨城県土地改良事業団体連合会等、関係機関の

皆様にも、特段のご支援ご協力を頂き御礼を申し

上げます。

　さて、昨年は価格低迷が続いていた米価が約半

世紀ぶりに高騰し、農業従事者にとっては苦労が

報われた年となりました。ただ、農業農村を取り

巻く環境は大変厳しい状況が続いており、物価高

騰による肥料や燃料費、資材等コストの増加が農

業経営に大きな影響を及ぼしています。今後、生

産者・消費者双方が納得できる持続的な生産シス

テムを構築する必要があります。

　国内の農政において、中長期的な農業施策を示

す食料・農業・農村基本法が四半世紀ぶりに改正

されました。食料安全保障の確保を基本理念とし、

農業の持続的な発展や農村の振興等が掲げられて

おり、担い手等の農業者が今後も安心して営農を

続けることができるよう、農業が魅力ある産業と

して発展するとともに、農村地域の未来が明るい

ものになることを期待しております。

　次に、今年度の主な実施事業について、当改良

区発注分の県単土地改良事業として、福岡堰十二

期地区、谷原領五期地区、双葉三期地区、常陸谷

原地区と内郷工事を予定しております。また、県

営事業として、地盤沈下対策事業小貝東部２期地

区では引き続き川通用水路等の幹線用水路工事を、

経営体育成基盤整備事業伊奈北部地区では排水路、

農道工事を実施する予定です。伊奈北部地区の排

水路整備は今年度完了予定となっておりますので、

引き続き関係役員・総代・地元組合員の皆様のご

理解ご協力の程よろしくお願いいたします。

　当改良区としては、今後も維持管理費の負担軽

減に向けた補助事業の導入や土地改良事業の計画

的な推進のため、関係機関と連携を図りながら国

等への要望活動を実施し安定的な予算の確保に努

めてまいります。

　最後になりましたが、組合員の皆様そして各関

係機関の皆様のご健勝と更なるご発展をご祈念申

し上げましてご挨拶といたします。

福岡堰土地改良区　理事長　谷口　眞一

茨城県県南農林事務所　土地改良部門長　岡野　祐一

　茨城県県南農林事務所土

地改良部門長の岡野でござ

います。昨年度に引き続きま

してどうぞよろしくお願い

致します。

　福岡堰土地改良区の皆様

には、日頃より本県の農業振興並びに土地改良事

業の推進にあたりまして、特段のご支援とご協力

を賜り厚く御礼を申し上げます。

　さて、県におきましては「茨城農業の将来ビジョ

ン」を策定し、中長期的な視点に立った課題や方向

性を示すと共に、意欲ある担い手が牽引する収益性

の高い農業構造を実現するため、経営規模の拡大や

農林水産物の高付加価値化、海外への販路拡大など

各種施策に取り組んでいるところでございます。

　特に土地改良事業を実施する地域におきまして

は、意欲ある担い手への農地の集積・集約を図ると

共に、地域の皆様と一緒になって考える「将来の営

農構想」に基づき、大規模経営体の育成や有機米な

どの特色ある米づくり、水田の汎用化による高収益

作物の導入などを推進しております。また、農業の

持続的な発展のためには農業・農村の強靭化、イン

フラの長寿命化が不可欠となっております。近年、

記録的な大雨などによる水害リスクの増大が懸念

されていることから、防災・減災対策として老朽化

した農業水利施設の長寿命化対策を行うと共に、流

域全体で取り組む治水対策が重要となっておりま

す。中でも、水田が持つ雨水を貯める機能に着目し
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た「田んぼダム」は営農をしながら地域の治水に貢

献できることから、本県におきましても「田んぼダ

ム」の取組を支援するなど積極的に推進を図ってい

るところでございます。

　続きまして、福岡堰土地改良区管内で実施して

おります県営事業について、ご紹介させて頂きま

す。経営体育成基盤整備事業伊奈北部地区、伊奈

北部２期地区におきましては、引き続き排水路工

事と共に残る農道工事を予定しております。次に、

地盤沈下対策事業小貝東部２期地区におきまして

は、引き続き川通用水路等の改修工事を予定して

おります。なお、地盤沈下対策事業福岡堰４期地

区につきましては、３月に最後の用水路工事等が

完成し事業が完了しました。これまで工事にご協

力を頂きました地元の皆様には改めて感謝を申し

上げます。

　福岡堰土地改良区管内におかれましては、旧谷

和原村地内の老朽化した排水路の改修等、課題も

あるとお聞きしております。当事務所としまして

は、事業の早期完了と効果発現を図るため、必要

な予算の確保と効率的な執行に努めて参りますの

で、引き続き皆様のご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

　結びに、福岡堰土地改良区の益々のご発展と組

合員の皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げま

して挨拶と致します。

茨城県土地改良事業団体連合会　県南事業所長　長洲　裕之

　昨年度より引き続きまし

て、茨城県土地改良事業団体

連合会県南事業所長を務め

ることとなりました長洲で

ございます。本年度もどうぞ

よろしくお願いいたします。

　谷口理事長をはじめ、福岡堰土地改良区の皆様

方には、常日頃より本会の運営並びに農業農村整

備事業の推進につきまして、多大なるご理解と格

別のご支援、ご協力を賜っておりますことに紙面

をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

　昨年は、能登半島における地震及び豪雨災害を

はじめ、暑さも災害級となるなど、単なる異常気

象とは呼べないほど、災いの多い一年でありまし

た。多くの施設を抱える土地改良区にとっては、非

常に大きな課題を持って励んでいる状況と思いま

す。本会にとっても災害は大きな問題であり、昨

年は石川県の被災地の早期復旧のため、災害応援

派遣にて支援を行って参りました。東日本大震災

と同様、現地は大きな被災を抱えており、本会と

しましても引き続き、復旧支援に協力して参りた

いと考えております。いつ何時、大きな災害が降

りかかるかもしれない意識をもって、常日頃より

対応できるようにしておくことが望ましいと思い

ます。

　さて、農業を取り巻く情勢は、「食料・農業・農

村基本法」の制定から四半世紀が経過する中で、大

きく変化してきました。国内では少子高齢化によ

る担い手不足など、様々な課題に直面しています。

　また、国外に目を向けると、ロシアによるウク

ライナ侵攻をはじめとした国際情勢は、依然不透

明な状況が続いており、国際的に食料需給が不安

定化する中で、物価は高騰し続け、食料安全保障

上のリスクは高まっています。

　国では、農政の憲法となる「食料・農業・農村

基本法」の改正法が、昨年の６月に施行され、「食

料安全保障の強化」、「環境と調和のとれた食料シ

ステムの確立」、「農業の持続的な発展」、「農村の

振興」等を図るため、農業の構造転換の実現に向

けた施策を、初動の５年間で集中的に実行するこ

ととしており、特に生産基盤となる農地の大区画

等を行う農業農村整備の推進が重要であります。

　国の農業農村整備事業関係予算につきましては、

令和６年度補正予算と令和７年度当初予算を合わ

せて、6,500 億円が確保されております。しかしな

がら、農業農村整備事業を計画的に実施する為に

は、年度当初予算をしっかり確保することが必要

不可欠であります。

　本会といたしましても、国、県の関係機関と連

携を図りながら、会員の皆さまのお力添えをいた

だき、農業農村整備をさらに推進して参りたいと

考えておりますので、宜しくお願い申し上げます。

　今年は巳年で、蛇を表し、脱皮を繰り返しなが

ら成長していく生き物で、巳年には新しい可能性

が開ける年、発展や飛躍が期待されると言われて

います。私も新たな飛躍ができる年になるよう研

鑽を重ね、皆様方のご期待にそえるよう、本会と

しての役目を果たしていく所存であります。　

　結びに、福岡堰土地改良区の益々のご発展と、組

合員の皆様方のご健勝をご祈念申し上げましてご

挨拶とさせていただきます。
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　令和６年１０月８日 ( 火 )、つくばみらい市伊奈

公民館において、臨時総代会が開催され、つくば

みらい市十和地区の松島 功総代を議長に選出し、

次の議案について審議し、全議案原案通り承認及

び可決決定されました。

第 １ 号議案　�令和５年度事業報告、会計収入支出決算、貸借対照表、財産目録の承認
について

第 ２ 号議案　土地改良施設の払下げに係る契約締結について

第 ３ 号議案　�令和６年度賦課金の賦課基準及び徴収方法の議決中、一部変更について

第 ４ 号議案　令和６年度一般会計収入支出補正予算（案）の議決について



第 ３７ 号（5）

（単位：円）

令和 5 年度決算について令和 5 年度決算について

収　　　　　入 支　　　　　出

款 金　　額 款 金　　額

１. 土地改良事業収入 ２２８，６６２，２４８  １. 土地改良事業費支出 １５８，３６１，２２６

２. 附 帯 事 業 収 入 ３４，５４３，８６４  ２. 一 般 管 理 費 支 出 １１３，０７１，２９０

３. 基本財産運用収入 ６，８０３  ３. 土地改良事業負担金支出 ９，１７４，９８２

 ４. 特定資産運用収入 １４，０４７  ４. 支 払 利 息 ０

 ５. 補 助 金 等 収 入 １５，９５８，０００  ５. 固定資産取得支出 ２，０８０，０００

 ６. 交 付 金 収 入 １０，２６０，０００  ６. 基本財産積立支出 １，９２３，２１５

 ７. 寄 付 金 収 入 ３，７４０  ７. 特定資産積立支出 ９，４３６，７３９

 ８. 雑 収 入 ２，６７３，７６０  ８. 雑 支 出 ０

 ９. 基本財産取崩収入 ２，０８０，０００  ９. 繰 越 金 ２０，６４２，１８３

10. 特定資産取崩収入 ０ 10. 予 備 費 ０

11. 固定資産売却収入 １，９１６，４１２

12. 繰 越 金 １８，５７０，７６１

計 ３１４，６８９，６３５ 計 ３１４，６８９，６３５

１．土地改良事業収入（72.66%）２．附帯事業収入
（10.98%）

３．基本財産運用収入
（0.00%）

４．特定資産運用収入
（0.00%）

５．補助金等収入
（5.07%）

６．交付金収入（3.26%）

７．寄付金収入（0.00%）

８．雑収入（0.85%）

９．基本財産取崩収入
（0.66%）

１０．特定資産取崩収入（0.00%）

１１．固定資産売却収入（0.61%）

１２．繰越金（5.90%）

収　　入 支　　出

１．土地改良事業費支出
（50.32%）

２．一般管理費支出
（35.93%）

３．土地改良事業
　  負担金支出（2.92%）

４．支払利息（0.00%）

５．固定資産取得支出
（0.66%）

６．基本財産積立支出
（0.61%）

７．特定資産積立支出（3.00%）

８．雑支出（0.00%）

１０．予備費（0.00%）

９．繰越金（6.56%）
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　令和７年３月２６日 ( 水 )、つくばみらい市伊奈

公民館において、通常総代会が開催され、つくば

みらい市谷井田地区の堤 徳明総代を議長に選出し、

次の議案について審議し、全議案原案通り可決決

定されました。

第 １ 号議案　�福岡堰土地改良区総代補欠席次決定について

第 ２ 号議案　令和６年度土地改良施設維持管理適正化事業施行議決中、一部変更について

第 ３ 号議案　令和６年度県単土地改良事業施行議決中、一部変更について

第 ４ 号議案　令和６年度地区除外等決済金積立金の運用処分の変更について

第 ５ 号議案　令和６年度一般会計収入支出補正予算 ( 案 ) の議決について

第 ６ 号議案　土地改良施設の交換に係る契約締結について

第 ７ 号議案　令和７年度県単土地改良事業の施行について

第 ８ 号議案　地区除外の議決について

第 ９ 号議案　令和７年度賦課金の賦課基準及び徴収方法の議決について

第�１０号議案　令和７年度地区除外等決済金積立金の運用処分について

第１１号議案　令和７年度一般会計収入支出予算 ( 案 ) の議決について

第１２号議案　令和７年度予算内一時借入金限度額の議決について

第１３号議案　令和７年度余裕金の預入先の議決について

令和 6 年度事業報告について令和 6 年度事業報告について
◆ 県営地盤沈下対策事業　小貝東部２期地区 ◆

工　事　名 工　事　内　容　（ｍ）

川 通 用 水 路
第 ６ 工 区

用水路工　　　Ｌ＝ 106.7 三面水路 4.7 × 1.7
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県営地盤沈下対策事業小貝東部２期地区　川通用水路　施工前 (左)・施工後 (右)

県営経営体育成基盤整備事業伊奈北部地区　板橋地先　施工前 (左)・施工後 (右)

◆県営経営体育成基盤整備事業　伊奈北部地区◆

工　事　名 工　事　内　容　（ｍ）

排水路護岸工事その１３ 排水路工　　　Ｌ＝ 205.8 排水フリューム 0.6 × 0.9

◆　県　単　土　地　改　良　事　業　◆

地　区　名 工　事　内　容

福 岡 堰 十 一 期 地 区 安全施設復旧工　　　　　　　　Ｌ＝ 193.3 ｍ

谷 原 領 四 期 地 区 道路横断排水暗渠改修工　　　　Ｎ＝５箇所

双 葉 二 期 地 区 排水路護岸補修工　　　　　　　Ｌ＝ 410.4 ｍ
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土地改良施設維持管理適正化事業

◆　そ　の　他　の　工　事　◆

種　　別 工　事　内　容

内 郷 工 事 幹線・支線・中用水路補修工、幹線・中排水路補修工

特 別 工 事 安全施設復旧工、道路横断排水暗渠改修工

施 設 破 損
復 旧 工 事 用水路・安全施設復旧工

農 地 転 用 工 事 用排水路護岸工、出入口暗渠工

◆土地改良施設維持管理適正化事業（第４４・４８期生）◆

工　事　名 工　事　内　容

新 川 機 場・ 下 萱 場
機 場 補 修 工 事

ポンプ設備補修工　　　Ｎ＝２箇所

豊 体 除 塵 機
補 修 工 事

除塵機補修工　　　　　Ｎ＝１基

第４４期生新川機場 第４８期生豊体除塵機
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（単位：円）

令和 7 年度予算について令和 7 年度予算について

収　　　　　入 支　　　　　出

款 金　　額 款 金　　額

１. 土地改良事業収入 ２２２，９３７，０００  １. 土地改良事業費支出 １５８，５７９，０００

２. 附 帯 事 業 収 入 ２８，８７０，０００  ２. 一 般 管 理 費 支 出 １２１，４０４，０００

３. 基本財産運用収入 ６６，０００  ３. 土地改良事業負担金支出 １２，９８４，０００

 ４. 特定資産運用収入 １６９，０００  ４. 支 払 利 息 １，０００

 ５. 補 助 金 等 収 入 １５，０４３，０００  ５. 固定資産取得支出 ４，０００

 ６. 交 付 金 収 入 １，０００  ６. 基本財産積立支出 ２９４，０００

 ７. 寄 付 金 収 入 １，０００  ７. 特定資産積立支出 ６，４６９，０００

 ８. 雑 収 入 ２，８０８，０００  ８. 雑 支 出 １，０００

 ９. 基本財産取崩収入 １，０００  ９. 繰 越 金 １５，３８９，０００

10. 特定資産取崩収入 ２６，００１，０００ 10. 予 備 費 １，０００，０００

11. 固定資産売却収入 ２２８，０００

12. 繰 越 金 ２０，０００，０００

計 ３１６，１２５，０００ 計 ３１６，１２５，０００

１．土地改良事業収入（70.52%）２．附帯事業収入
（9.13%）

３．基本財産運用収入
（0.02%）

４．特定資産運用収入
（0.05%）

５．補助金等収入
（4.76%）

６．交付金収入（0.00%）

７．寄付金収入（0.00%）

８．雑収入（0.89%）

９．基本財産取崩収入
（0.00%）

１０．特定資産取崩収入（8.22%）

１１．固定資産売却収入
（0.07%）

１２．繰越金
（6.33%）

収　　入

１．土地改良事業費支出
（50.16%）

２．一般管理費支出
（38.40%）

３．土地改良事業
　  負担金支出
　 （4.11%）

４．支払利息
（0.00%）

５．固定資産取得支出
（0.00%）

６．基本財産積立支出
（0.09%）

７．特定資産積立支出（2.05%）

８．雑支出（0.00%）

１０．予備費（0.32%）

９．繰越金（4.87%）

支　　出
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お  知  ら  せ

こんな時には申請が必要です！こんな時には申請が必要です！

　意見書等の交付の際に決済金等を納めて頂きますが、これは土地改良法で義務付けられて 

おり、残された農地が将来過重な負担にならないようにするためのものです。

　公共事業用地として、買収等される場合も同様に決済金の納入が必要となります。手続きを

しないと賦課されますのでご注意下さい。

★地 区 除 外 申 請 書
★施設使用承認申請書

申請の受付は毎月月末締切で翌月２０日頃に
意見書等を交付します。〔 〕

農地を農地以外へ転用するとき

　排水路は農業排水が目的であり、公共下水等の設備が無く、浄化槽を通して雑排水等を放流

する場合には、必ず事前に承認を受けてから放流して下さい。

※各種手続きに伴う申請書等はホームページから印刷できます。

申請の受付は随時で後日承認書を交付します。〔 〕★施設使用承認申請書

浄化処理水等を放流するとき

　生前、当土地改良区の運営及び土地改良事業の推進にご尽力賜りましたことに
深く感謝を申し上げ、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

つくばみらい市東地区　総代

山田　治　様

令和６年１０月　ご逝去

つくばみらい市小張地区　総代

前澤　彰一　様

令和７年２月　ご逝去

お悔やみ

　総代の欠員に伴う補欠選挙が執行され、次の方が当選し、就任されました。残任期間

当土地改良区の発展のため、ご尽力を頂くことになりました。

      第７区　つくばみらい市 東 地 区　大野 春律　様　　令和６年１１月２１日就任

      第８区　つくばみらい市小張地区　吉田 尚夫　様　　令和７年  ３ 月２１日就任

▼総代補欠選挙について
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資格得喪
届け出が
必要です！

　農業委員会等の手続きだけでは改良区の資格は変更されませんので、必ず当改良区へ届け出を
お願いします。
○届出用紙は当改良区のホームページから印刷できます。

　　[　ホームページ → 各種手続き → 組合員資格得喪通知書　]

相　続 経営
移譲賃貸借 売　買 住所

変更

土地明細書
　賦課金通知書と同封し、５月に

郵送しております。

　賦課している土地の明細となり

ますので、記載内容に変更がある

場合は届け出をお願いします。

土地の地番

土地の地積

ご確認
下さい！

口座振替
賦課金の納付につきましては、口座振替をおすすめします。

　◦振込手数料の負担なし

　◦納め忘れの防止

　◦納付の手間が省ける

　◦茨城県内に本店を置く金融機関が利用可能

○口座振替をご希望の方は当改良区へお問い合わせ下さい。

ご利用可能な金融機関
茨城県内農業協同組合
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合
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　当改良区管内には多数の用排水路があり、円滑なかんがいをする為、毎年２回の藻刈り及び 

堤塘草刈りを組合員皆様のご協力により実施しておりますが、本年は下記日程により執行して 

頂けますよう何卒ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。

第１回目　６月　1日　（第１日曜日）　翌日検査
第２回目　７月２7日　（第４日曜日）　翌日検査

　※ 用排水の通水を妨げないよう水路内へ草が落ちてしまった場合には、取り除いて頂きます 

ようご協力をお願い致します。

　※ 近年刈払機等による事故が増加しておりますので事故や怪我には充分注意して頂き、万一の

場合には当改良区へご連絡をお願い致します。

▼管内用排水路の藻刈り及び堤塘草刈りについて

令和７年度内又は令和８年度新規採用職員を募集します。

◆ 募 集 職 種 ： 一般事務（工務管理部門）

◆ 仕 事 内 容 ： 用排水施設の維持管理

農業土木に関する測量、設計、施工管理等の業務

◆ 採 用 年 月 日 ： 随時採用

◆ 採 用 人 数 ： 若干名

◆ 受 験 資 格 ： 平成６年４月２日以降に生まれた方で高等学校以上の学校を卒業した方
（卒業見込みの方を含む）

※長期勤続によるキャリア形成を図る観点から年齢制限を定めています。

◆ 申 込 期 間 ： 随時募集（市販履歴書Ａ４にて受付）

◆ 受 付 時 間 ： 午前９時～午後５時（土、日、祝日を除く）

◆ 試 験 日 ： 一次試験＝書類選考

二次試験＝面接試験（一次試験合格者に別途通知）

※二次試験実施後１０日以内に採用合否通知

◆ 試 験 会 場 ： 福岡堰土地改良区事務所

◆ 問い合わせ先 ： 福岡堰土地改良区庶務課

※詳しくは、当改良区ホームページの試験案内をご確認ください。

★新規採用職員募集★

検 索福 岡 堰 土 地 改 良 区

茨城県つくばみらい市福岡１５４６番地

福 岡 堰 土 地 改 良 区
Ｔ ＥＬ
ＦＡ Ｘ
Ｈ 　Ｐ
E-mai l
庶　務　課＝
経　理　課＝
工務管理課＝

０ ２ ９ ７ － ５ ２ － ４ ２ ３ ２
０ ２ ９ ７ － ５ ２ － ６ ３ ４ ８
h t t p : / / w ww . f u k u o k a - s u i r i . o r . j p
i n f o ＠ f u k u o k a - s u i r i . o r . j p

庶 務 全 般 、 換 地 関 係
会 計 、 賦 課 徴 収 関 係
工 事 全 般 、 用 水 配 分 関 係

ホームページのご利用について
　当改良区ではホームページを開設しております。
こちらでは組合員の皆様へのお知らせに加え、当
区の運営状況、沿革や概要等も掲載しております
ので、ご利用頂けたら幸いです。また、各種手続
きに伴う申請書等を印刷することも出来ますので
ご利用下さい。


